
　日　時　:　平成31年2月12日(金) 14時30分～15時00分

　場　所　:　えにあす　2階　会議室８

　出　席　:　(　委員　) 　手嶋会長、亀石副会長、中川委員、島田委員、戸花委員、林委員、

 　　　　　　　　　　　　 清水委員、倉田委員、中村委員、滝沢委員、安藤委員(代理：渡部氏)、

　　　　 　　( 事務局 )   保健センター長、保健課長、母子保健・食育担当主査

　　　　　　　　　　　　　保健課保健師、保健課栄養士、保健課歯科衛生士

　欠　席　:　(　委員　)   出南委員、浜田委員、中野委員、大嶋委員、西中委員、藤井委員

　傍　聴　:　1名

1.開会
保健課長

保健センター長より挨拶。

2.議題
会長の進行により、議事の審議が進められた。審議内容は次のとおり。

1） 「第3次食育推進計画の目標と各団体の取り組み状況」について
 事務局より、資料1をもとに報告。
「第3次恵庭市食育推進計画」の目標達成のための今年度の事業の取り組み状況
 について、各委員より補足。
  保健課

  千歳保健所

  給食センター

  恵庭幼稚園

  文教大

2） 平成30年度食育推進事業報告～食育推進事業の経過と今後の方向性～
事務局より、資料2をもとに報告。

3） その他

3.閉会

会議の出席は委員総数20名中14名であり、恵庭市食育推進協議会設置要綱第5条の規定により成
立。

平成30年度　第2回恵庭市食育推進協議会　会議録

事務局より、今後のスケジュールについて説明。(第1回 2019年7月)予定

                          加藤委員、廣田委員、藤田委員

妊婦教室では、試食やグループワークを取り入れた参加型の教室を行ってい
る。特定保健指導や生活習慣病予防事業では、主食・主菜・副菜を組み合わせ
た献立の大切さや野菜の適正量など個々の疾患や生活習慣に合わせた指導を
行っている。

どさんこバランスガイドはリーフレットを配布し普及を行っている。ヘルシー
レストラン事業は、来年度以降、外食やコンビニを頻繁に利用する層をター
ゲットに北海道ヘルスサポート事業に名称を変えて実施していく予定。

恵庭産野菜使用実績は、平成28年度14％、平成29年度7％と減少している。平
成28年度はJAと年間契約であったが、平成29年度よりできなくなったことが要
因。給食費改定後、恵庭産野菜の使用を増やしていきたい。

島田農園で精米していただいたお米を給食で食べている。また、園庭に水田が
あり、田植えや稲刈り、脱穀などの体験を園児が行っている。食のありがたみ
や命の大切さを子どもに伝えていきたいと考えている。

食育教室は5回実施。今年度は、どのような野菜をどのくらい食べたら良いか
など野菜の摂取に重点を置いた内容。目標⑨の達成に寄与できればと考えてい
る。給食体験先輩が作る「おもてなしランチ」では、文教大3年生が中心とな
り、参加者に食の大切さなどの情報提供を行っている。


